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特集：2021年まちの５大ニュース
　　　日南町長、日南町議会議長新春挨拶
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今月の
表紙「好きなことを続ける」

ご意見募集！
　広報誌をより良くしていくために皆様からのご意見を募集しています。また、ご意見と一緒に９
ページのクイズの答えを一緒にお送りいただくと、正解した方の中から抽選で3名様に日南町の特産
品をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、葉書に①住所②お名前③電話番号④クイズの答え⑤ご感想･ご意見をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち
込みください。皆様からのご応募お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

作品を仕上げる期間はどのくらいかかりましたか
　３か月くらいです。実は体調が悪い時期と重な
り、30回ほどしか書いてないんです。応募する作品
としては少ない方なのですが、力の抜け具合が良
かったのかなとも思いました。

歌について
　与謝野晶子の『青海波』という歌集の中から
12首を選んでいます。与謝野晶子は恋の歌が有
名ですが今回は自然を詠んだ歌を書きました。
与謝野晶子が選ぶ言葉は印象的で面白いものが
多く、「この言葉が書きたい！」と思って選ん
だ歌もあります｡

書道教室について
　小学校２年生から90代の
方まで様々な年代の方と
関わる機会が多いのですが、
書きたいものは人によって
変わってきます。それぞれ
の方に合わせながらいかに
書道を楽しんでもらえるか
考えながらやっています。

日南町の子どもたちへ
　好きなことだと苦労と思わないことがあるので、
好きだと思うことをみつけてやってほしいなと思い
ます。その人によって楽しいと思うことは違うと思
うので、熱中できることをみつけてほしいなと思い
ます。

●どうして与謝野晶子の歌を選ばれたのですか

　題材から選び、形式や型を選んでいくのが
オーソドックスなやり方ですが、今回は紙から
選びました。紙の波模様から書きたい歌のイ
メージを膨らませ、与謝野晶子の女性ならでは
の感覚と古風な良さもありながらモダンなとこ
ろに惹かれ選びました。

書道を始めたきっかけは

日展に応募された作品について

兄も姉も生山の書道教室に通っていて、自然と
私も小学校2年生の頃から通い始めました。高校
では米子市の教室に3年間通い、高校までやって
きたので大学でも続けたいと思い、書道コース
がある大学に進学しました。

　日南町宮内出身。高校卒業後、京都橘女子
大学（現：京都橘大学）文学部書道コースへ
進学。2001年に日南町に戻り、2002年より書
道教室を開校。第８回日展に「与謝野晶子の
歌」で入選。令和４年５月には日南町美術館
で企画展が予定されている。

赤木 真理さん
あかぎ ま　り

１月号は、第8回日展に入選された赤木真理さんの夢をご紹介します。
あかぎ ま　り

「与謝野晶子の歌」
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　昨年度から準備を進めてまいりましたコミュニティ・スクールが令和４年１月、いよいよスタートし
ます。
　多様化・複雑化する社会の中で、子どもたちや学校が抱える課題を解決し、未来を担う子どもたちが
豊かに成長していくためには、学校だけでなく地域全体で教育を進めることが不可欠な時代になってき
ています。それを実現するための仕組みがコミュニティ・スクールです。
　コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を設置している学校のことをいいます。日南町で
は、保育園、小学校、中学校を１つにして、「学校運営協議会」を設置し、０歳から１５歳までの子ど
もたちを町全体で見守り、育てていく形としました。
　コミュニティ・スクールは、園・学校運営や学校・地域の課題に対して、保護者や地域住民の皆さん
が参画できる仕組みです。そのため、以下のような３つの機能を持っています。　

【学校運営協議会の主な３つの機能】
　①園長・校長が作成する園・学校運営の基本方針を承認する。
　②園・学校運営について、日南町教育委員会または園長・校長に意見を述べることができる。
　③教職員の採用・任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、教育委員会に意見を述べる
　　ことができる。

　学校運営協議会は１８名の委員で構成され、任期は２年です。委員は、地域住民、保護者、学識経験
者、地域コーディネーター、園長・校長等で構成されています。
　第１回目の学校運営協議会は１月中旬に開催予定です。会長・副会長を選出し、日南町の子どもたち
の長所や短所を考え、課題の把握と目標の設定を行います。

コミュニティ・スクール
いよいよ １月スタート!!

地域みんなで
子どもたちを育てましょう！

　コミュニティ・ス
クールの詳細につい
ては、先月号折りこ
みのパンフレットを
ごらんください！

　学校運営協議会委員
の詳細については、来
月号の折りこみチラシ
「コミュニティ・スクー
ルだより」でお知らせし
　　　ます。

お問い合わせ：教育課82-1118
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2021年 まちの５大ニュース

2021年 まちの５大ニュース（2021.１月～2021.12 月）

3月25日に福島県でスタートした東京
オリンピックの聖火リレーが5月21日
～22日の2日間、鳥取県内で行われま
した。日本海新聞ふるさと大賞2020
スポーツ功労賞の受賞者でもある淺田
夏光さん（上石見）や、上田雅明さん
（印賀）、細川卓也さん（三栄）他3名
（町外）が快走されました。

全国で猛威を振るっていた新型コロナウ
イルス感染症のワクチン集団接種が、
75歳以上の先行希望接種を皮切りに開
始しました。集団接種は、８月８日です
べての日程を終え、その後の個別接種と
合わせ、11月30日時点で12歳以上の
町民3,790人（91.5％）が２回目の接
種を終えました。

新型コロナワクチン接種開始４/24日南町でも聖火をつなぐ５/21

旧日野上小学校の樹齢約100年の大イ
チョウが色づき、県内外から多くの見物
客で賑わいました。今年は感染症拡大防
止のためおもてなしイベントは中止し、
昨年に引き続きライトアップも行われま
せんでしたが、１万人を超える過去最多
の来場者が黄金色に輝くイチョウの観賞
を楽しみました。

日野上イチョウ
約1万人の来場者でにぎわう

JR伯備線の生山駅は、業務の
見直しと「みどりの券売機プ
ラス」による利用者の利便性
の向上のため7月1日から無
人駅となりました。長年にわ
たって乗客の安全を守ってい
ただいたお礼として、町観光
協会から生山駅員の小谷憲二
さんと大塚祥吾さん、米子駅
長の陰山健二さんの3人に感
謝状と花束が贈呈されました。

生山駅無人化７/１

2022年４月から開園する幼
保連携型認定こども園の園名
を募集し、「にちなん十色」
に決定しました。2014年か
ら、にちなん保育園を本園と
して、２分園（山の上・石
見）体制でしたが、幼児教育
の充実を図ることで園小中で
の学びをつなげていくため、
認定こども園として4月からス
タートします。詳しくは3月号
の特集にて掲載予定です。

認定こども園　園名決定
「にちなん十色」
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なつき うえだ

ほそかわ たくや
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11/６
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といろ
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（令和３年）

あおと

ハグ　　　　ハグ

あきひこ

あかぎ ま　 り

かげい

かわた ごう たなべ ゆたか

かいと

●緊急事態宣言２回目発令　年末年始も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、帰省自粛を呼びかけ
●林業アカデミー２期生７名が卒業　４名が町内事業所へ
●日南町有林J-クレジット　令和2年度売上最高額を記録（令和3年度も最高額を更新中）
●青戸晶彦教育長が就任
●CSサポーター発足　子どもを支えるボランティア組織（CSサポーター）誕生
●花口遺跡群新たな町指定文化財に
●ゆきんこ村のグラウンド　全面芝生化実施
●｢日南町DX推進チーム｣を結成　DXによる業務効率化や、サービス向上、地域課題解決を目指す
●子育て支援アプリ　HUGHUGにちなん導入
●町内で利用できるお買物割引券を配布
●令和２年度の成人式　オンライン開催
●第８回日展　書の部にて赤木真理さん（宮内）が入選
●帰省など移動の自粛をしている学生に、特産品の詰め合わせ「学生応援オッサンショウオパック」をお届け
●影井海斗さん　ジュニアオリンピック出場
●河田剛さん、田邊豊さん、全国高校駅伝大会出場決定
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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
っ
て
き
ま
し
た
。
国
内
で
は

昨
年
９
月
末
で
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
と
な
り
、

新
規
感
染
者
数
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
新
た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡

大
な
ど
、
国
内
へ
の
影
響
は
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

町
内
に
お
い
て
の
接
種
率
は
約
91
％
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
第
３
回
目

の
接
種
へ
の
対
応
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

２
回
目
の
接
種
か
ら
７
か
月
を
経
過
さ

れ
た
方
か
ら
予
約
い
た
だ
け
る
よ
う
年

末
か
ら
通
知
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

内
容
を
よ
く
読
ま
れ
て
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
希
望
さ
れ
る
方
は
接
種
予
約
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
長
い
間
コ
ロ
ナ
対
策
が
続
く
中
で
し

た
が
、
日
南
町
内
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
最
大
の
総
合
美

術
展
の
第
８
回
日
本
美
術
展
覧
会
に
初

入
選
さ
れ
た
赤
木
真
理
さ
ん
や
、
全
国

高
校
駅
伝
に
出
場
さ
れ
た
田
邊
豊
さ

ん
・
河
田
剛
さ
ん
の
活
躍
は
感
動
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
阿

毘
縁
地
内
に
「
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施

設
」
が
完
成
し
、
林
業
の
町
に
新
た
な

機
能
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
木
材
団
地
造

成
工
事
も
完
成
し
、
木
材
の
高
付
加
価

値
化
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
本
年
は
、
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

２
月
に
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
事
業

を
開
始
し
、
町
内
経
済
の
好
循
環
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
ま
た
、

保
育
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
み
、
保

育
園
も
認
定
こ
ど
も
園
「
に
ち
な
ん
十

色
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
し
て
、
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
」
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、
日
々

の
暮
ら
し
に
豊
か
さ
と
安
心
安
全
、
希

望
が
持
て
る
社
会
づ
く
り
と
地
域
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
町
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

日
南
町
長 

　
中
村 

英
明

山
本 

芳
昭

日
南
町
議
会
議
長
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新
春

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
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心
よ
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び
申
し
上
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昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
11
月

末
に
は
町
民
の
約
91
％
の
方
が
２
回
目

の
接
種
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
末
に
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
確
認
さ
れ
、
町
で
は
第
６
波
の
感

染
に
備
え
て
追
加
接
種
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
感
染
者
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
当
面
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
感

染
対
策
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
国
政
で
は
、
昨
年
の
９
月
に
岸
田
文

雄
総
理
が
誕
生
し
、
地
方
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
地
方
と
都
市
の
差
を
縮

め
世
界
と
繋
が
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
介
し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
大
き
な
変
革
が
起
こ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
２
月
か
ら
は
町
内
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済

が
始
ま
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
生

活
様
式
を
一
変
さ
せ
便
利
に
思
え
る
デ

ジ
タ
ル
化
で
す
が
、
高
齢
化
率
50
％
を

超
え
る
本
町
に
お
い
て
は
単
に
国
の
構

想
に
従
う
の
で
は
な
く
、
何
が
必
要
な

の
か
、
課
題
な
の
か
を
慎
重
に
見
極
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
で
は
、
昨
年
か
ら
一
般
質
問
の

様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
外
の
方
に
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
積
極
的
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
に
て
商
工
会
員

の
皆
様
か
ら
提
案
さ
れ
た
ご
意
見
を
基

に
日
南
町
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

の
制
定
に
い
た
り
ま
し
た
。
本
年
も

議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
の
開
催

等
を
通
じ
て
町
民
福
祉
の
向
上
と
町
政

発
展
の
た
め
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新

日南町長・日南町議会議長より
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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
っ
て
き
ま
し
た
。
国
内
で
は

昨
年
９
月
末
で
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
と
な
り
、

新
規
感
染
者
数
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
新
た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡

大
な
ど
、
国
内
へ
の
影
響
は
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

町
内
に
お
い
て
の
接
種
率
は
約
91
％
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
第
３
回
目

の
接
種
へ
の
対
応
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

２
回
目
の
接
種
か
ら
７
か
月
を
経
過
さ

れ
た
方
か
ら
予
約
い
た
だ
け
る
よ
う
年

末
か
ら
通
知
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

内
容
を
よ
く
読
ま
れ
て
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
希
望
さ
れ
る
方
は
接
種
予
約
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
長
い
間
コ
ロ
ナ
対
策
が
続
く
中
で
し

た
が
、
日
南
町
内
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
最
大
の
総
合
美

術
展
の
第
８
回
日
本
美
術
展
覧
会
に
初

入
選
さ
れ
た
赤
木
真
理
さ
ん
や
、
全
国

高
校
駅
伝
に
出
場
さ
れ
た
田
邊
豊
さ

ん
・
河
田
剛
さ
ん
の
活
躍
は
感
動
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
阿

毘
縁
地
内
に
「
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施

設
」
が
完
成
し
、
林
業
の
町
に
新
た
な

機
能
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
木
材
団
地
造

成
工
事
も
完
成
し
、
木
材
の
高
付
加
価

値
化
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
本
年
は
、
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

２
月
に
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
事
業

を
開
始
し
、
町
内
経
済
の
好
循
環
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
ま
た
、

保
育
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
み
、
保

育
園
も
認
定
こ
ど
も
園
「
に
ち
な
ん
十

色
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
し
て
、
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

構
想
」
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、
日
々

の
暮
ら
し
に
豊
か
さ
と
安
心
安
全
、
希

望
が
持
て
る
社
会
づ
く
り
と
地
域
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
町
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

日
南
町
長 

　
中
村 

英
明

山
本 

芳
昭

日
南
町
議
会
議
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
11
月

末
に
は
町
民
の
約
91
％
の
方
が
２
回
目

の
接
種
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
末
に
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
確
認
さ
れ
、
町
で
は
第
６
波
の
感

染
に
備
え
て
追
加
接
種
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
感
染
者
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
当
面
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
感

染
対
策
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
国
政
で
は
、
昨
年
の
９
月
に
岸
田
文

雄
総
理
が
誕
生
し
、
地
方
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
地
方
と
都
市
の
差
を
縮

め
世
界
と
繋
が
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
構
想
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
介
し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
大
き
な
変
革
が
起
こ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
２
月
か
ら
は
町
内
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済

が
始
ま
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
生

活
様
式
を
一
変
さ
せ
便
利
に
思
え
る
デ

ジ
タ
ル
化
で
す
が
、
高
齢
化
率
50
％
を

超
え
る
本
町
に
お
い
て
は
単
に
国
の
構

想
に
従
う
の
で
は
な
く
、
何
が
必
要
な

の
か
、
課
題
な
の
か
を
慎
重
に
見
極
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
で
は
、
昨
年
か
ら
一
般
質
問
の

様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
外
の
方
に
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
積
極
的
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
に
て
商
工
会
員

の
皆
様
か
ら
提
案
さ
れ
た
ご
意
見
を
基

に
日
南
町
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

の
制
定
に
い
た
り
ま
し
た
。
本
年
も

議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
の
開
催

等
を
通
じ
て
町
民
福
祉
の
向
上
と
町
政

発
展
の
た
め
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新

日南町長・日南町議会議長より
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認定こ
ども園

園名決
定！

「認定こども園
　　にちなん十色」

　令和４年４月から開園する幼保連携型認定こども園の園名を募集し、町内外、３歳から90歳ま
での方から49通の応募がありました。
　11月11日「認定こども園　園名選考委員会」を開催し、新しい園名が全会一致で決定しました。

【園　名】
　（本園）　日南町立認定こども園　にちなん十色
　（分園）　日南町立認定こども園　にちなん十色　山の上分園
　（分園）　日南町立認定こども園　にちなん十色　石見分園

【命名者】
　　日南町多里　　井上　慈子 さん

【園名に込めた思い】
・十人十色から引用、日南町の子ども達の個性を認めて伸ばす園になってほしい。
・大人が子どもを尊重し、子ども同士が互いに個を認め、支え合える人間になっ
　てほしい。
・「日南町の子育てって素敵だな」と応援してもらえるインパクトのある名前に。

いのうえ あつこ

たくさんのご応募
ありがとう
ございました。

外国語指導助手
ルーシーの Happy Column

シアトルへようこそ！

　シアトルはワシントン州で一番大きい市で
す。シアトルと日南町の面積は大体同じ大き
さですが、人口は73.7万人もいる大きな都市
です｡

　シアトルは雨とくもり空の
町として知られています。夏
は大体15℃～26℃、冬は
マイナス1℃～10℃で雪はほ
とんど降りません。最近に
なってエアコンを買う人が増
えてきました。

　水は冷たいですが、私は
ビーチを歩くのが好きです。

Welcome  to  Seattle!

　Seattle is the biggest city in Washington 
State.  Although Seattle  is  roughly the same 
size as Nichinan, the population is around  
737,000  people.

　Seattle is  known for rain and 
cloudy skys. In normal years, 
summers  are  60°～80°F,  
and   Winters are 30°～50°F. 
It doesn’t snow very much. 
Most people I know only started 
buying air conditions for their  
houses in the past couple of  
years.

　Although the water is cold,  I  
like to walk on the beach in  the  
summer.

Hello!
ルーシ

ーです

と いろ

イラスト：ルーシー先生

シアト
ル

（アメ
リカ）

を紹介
します

！



「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

プロの演奏を聴きました

　11月19日（金）、日南町総合文化センターさつ

きホールを会場に、次世代育成事業とっとり地域創

造ステージ「青少年のためのヴァイオリンコンサー

ト」が開催され、日南小学校の全児童が鑑賞しまし

た。このコンサートは、子どもや青少年のための文

化芸術活動体験の充実等を図るために実施されたも

のです。演奏者として来町していただいたのは、日

本を代表するヴァイオリニストであり、BSテレビ

東京「おんがく交差点」（毎週土曜朝８時より放送）

で司会・演奏を務められている大谷康子さんです｡

　コンサートでは、小学生が音楽の授業で学習する

曲を中心に、子どもたちの好きなアニメの曲など

も織り交ぜて素敵な演奏を披露され、楽器や楽曲

のことなどを楽しく語っていただきました。子ど

もたちの中には、大谷さんの演奏に合わせて体を

揺らしたり、リズムをとったりする姿もありまし

た。

　子どもたちにとって、プロのライブ演奏を体験

することは、とても貴重なことだと思います。大

谷さんは、子どもたちに音楽をもっと好きになっ

てほしいと語っておられました。今回のコンサー

トをきっかけに、歌や楽器の演奏など、音楽を楽

しむ子どもが増えてほしいと思います。

【 お問い合わせ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８
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※前号の答え　③西高東低　

連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　お正月！子ども達の楽しみはやっぱり「お年玉」ではないで

しょうか。昔からの風習です。このお年玉、今は現金が主流と

なっているようですが、お金が一般的になったのはいつ頃から

でしょうか。

　①昭和30年頃　　②明治初期　　③江戸時代末期

クイズ お正月行事編

地域コーディネーターだより

　明けましておめでとうございます。新しい年を

迎えることが出来て、今年も健康で商売繁盛、家

内安全を願っています。

　令和４年１月にコミュニティ・スクールが立ち

上がり地域とともにある学校づくりがスタートし

ます。学校運営協議会の委員は１８名で構成され

ていますが、ＣＳサポーターになっておられる方

も多いです。これからの日南町教育を進めていく

のに、このＣＳサポーターの協力は必要不可欠な

ものです。

　小学校では月１回朝の読み聞かせを行った後、

９時からＣＳサポーター連絡協議会を行っていま

す（２か月に１回）。子ども達と一緒にいろいろ

取り組んできたことや、普段感じていることを話

し合う機会で、出席者は15名程度と多く、この協

議会を楽しみに来ておられるのかなと感じていま

す。新しい方も少しずつ増えています。気軽な会

になればと思っています。

　ＣＳサポーターのみなさん、連絡協議会に参加

してみてはいかがでしょうか。日南町には学校の

教科書よりも「大きくて太い大事な教科書」があ

る、と思っています。

主催：公益財団法人日本音楽財団、鳥取県文化振興財団



まちの話題まちの話題

　例年開催されている各地域での文化祭が、今年は多

里・福栄・阿毘縁の３地域で行われました。地域住民

の作品展やニュースポーツ体験、野菜やぼたもちなど

の販売が行われ、各地域の個性が現れた文化祭は、コ

ロナ禍に負けない盛り上がりを見せていました。

各地域で文化祭

　旧日野上小学校の樹齢約100年

の大イチョウが色づき、11月中

頃に見頃を迎えました。土日を中

心に役場から無料のシャトルバス

が運行され、県内外から多くの見

物客で賑わいました。木の周囲は

落ち葉で黄金色のじゅうたんを敷

き詰めたようになり、カメラやス

マートフォンを構えた人たちが思

い思いに美しい景色を楽しんでい

ました。今年は好天に恵まれ、１

万人を超える過去最多の見物客が

訪れました。

日野上のイチョウ
見物客で賑わう
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　町有共同墓地埋葬者の供養と墓地整備に多大な

貢献のあった日南町仏教会（門原信典会長）に町

から感謝状を贈呈しました。仏教会は、長年にわ

たり奉仕活動として埋葬者の供養を続けてこら

れ、町が今年度行った墓地整備にあたっては、助

言や供養塔の寄贈、開眼法要などをしていただき

ました。感謝状を手渡された鎌倉真栄名誉会長

は、「今後もできる限り供養を継続していきた

い」と話されました。

日南町仏教会へ感謝状
11

４

かどはら

かまくら しんえい

のぶみち

（阿毘縁）

（福  栄）（多  里）



石見保育園で木の楽器作り

　石見保育園の園児たちが町内の木材を使ってオリジ

ナルの木製楽器作りに挑戦しました。林業アカデミー

の講師から指導を受け、年長さんはカスタネット、そ

れ以外の園児は木同士を叩いて音を鳴らす「ウッドブ

ロック」という楽器を作製しました。園児たちは使い

慣れないノコギリに悪戦苦闘しながらも、日南町なら

ではの工作を楽しみました。

12
11

統計功労者表彰に藤森高善さん17
11

まちの話題まちの話題

　長年にわたり各種統計調査に従事し、統計行政の

推進に貢献した統計調査員を表彰する「統計功労者

表彰」で、藤森高善さん（霞）が永年従事調査員と

して鳥取県知事から表彰されました。統計調査員は、

国勢調査をはじめ様々な統計調査に従事し、調査へ

の協力依頼や調査票の回収・点検・整理などを行っ

ています。藤

森さんは、平

成12年から国

勢調査、農林

業センサス、

経済センサス

等の統計調査

員としてほぼ

毎年従事され

ています。

日南中で郷土料理伝承授業

　日南中2年生が日南町食育推進協議会による郷土料理

の伝承に関する授業を受けました。食育推進協議会は、

日南町の食文化を伝え継ぐために「にちなんの邑の

味」という郷土料理冊子を作成し、その冊子を活用し

た伝承活動を実施しています。今回の授業では、和食

に関することや郷土料理の特徴、現在の食文化につい

て説明されました。食育推進協議会の七瀨寿恵会長は

「時代が変わっても郷土料理を作っていってほしい」

と話され、生徒たちは熱心に話を聞いていました。

17
11

林業アカデミーへ
SDGs活動支援品１

12

　米子信用金庫から林業アカデミーへ、SDGs活動支

援品として環境にやさしいチェーンソーオイルが寄

贈されました。これは、「よなごしんきん私募債」

（SDGs達成に取り組むための寄付型私募債）の発行

企業であるビーイング（有）（米子市）の意向によ

るもので、寄贈されたオイルは、林業アカデミーの

実習などで使用されます。生徒代表の佐藤伸行さん

は「皆様の期待に沿えるよう、森林や木材産業等の

持続的発展のために、技術の習得に努めたい」と話

されました。

　一般財団法人自治総合センターが宝くじ収入による

社会貢献広報事業として行っている、地域防災組織育

成助成事業（コミュニティ助成事業）を活用し、石見

地域の各自治会に発電機、救護用担架などの防災用資

機材を配備しました。これらの資機材は、今後の訓練

や有事の際に活用されます。

宝くじの助成金で整備しました

11　  広報にちなん令和４年１月

ふじもりたかよし

さとう   のぶゆき

ななせ   としえ

ふじもり たかよし
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今
年
も
本
格
的
な
雪

の
季
節
に
な
り
、
積
雪

時
の
事
故
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
安
全
に
冬
を
乗
り
切

る
た
め
に
雪
に
対
す
る

知
識
を
深
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
昨
シ
ー
ズ
ン
の
雪
害

に
よ
る
全
国
の
死
者
は

１
１
０
人
、
う
ち
屋
根

の
雪
下
ろ
し
等
、
除
雪

作
業
中
の
死
者
が
９
割
近
く
あ
り
、
そ
の
う
ち

65
歳
以
上
の
人
の
割
合
は
８
割
以
上
で
し
た
。

除
雪
中
の
事
故
は
こ
ん
な
原
因
で
起
き
て
い
ま
す

・
屋
根
か
ら
の
転
落

・
屋
根
か
ら
の
落
雪

・
水
路
等
へ
の
転
落

・
除
雪
機
の
事
故

・
除
雪
作
業
中
に
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発
症

除
雪
事
故
を
防
ぐ
に
は

・
作
業
は
家
族
、
隣
近
所
に
も
声
を
か
け
て
２ 

　
人
以
上
で

・
転
落
に
備
え
て
建
物
の
周
り
に
雪
を
残
し
て

　
雪
下
ろ
し

・
雪
下
ろ
し
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
命
綱
を
身
に
着
け
て

・
屋
根
と
地
上
で
同
時
に
作
業
し
な
い

・
晴
れ
の
日
ほ
ど
注
意
、
気
温
が
上
が
る
と
雪

　
が
緩
み
ま
す

・
ハ
シ
ゴ
の
固
定
を
忘
れ
ず
に

・
除
雪
機
の
雪
詰
ま
り
の
取
り
除
き
は
エ
ン
ジ

　
ン
を
停
止
し
て

・
除
雪
機
の
安
全
装
置
は
固
定
し
な
い

雪
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１
】

雪
崩
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

身
近
な
と
こ
ろ
の
積
雪
で
は

・
山
の
尾
根
か
ら
張
り
出
し
た
雪
（
雪
庇
）
が
あ
る

・
斜
面
に
ふ
や
け
た
指
先
の
よ
う
な
（
雪
し
わ
）

　
が
あ
る

・
斜
面
か
ら
転
が
り
落
ち
る
雪
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
）

　
が
あ
る

・
斜
面
に
雪
の
割
れ
目
（
ク
ラ
ッ
ク
）
が
あ
る

　
こ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
る
と
き
は
雪
崩
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
崩
の
危
険
が
あ
る
と
き
に
雪
を
取
り
除
く

の
は
困
難
で
す
。
安
全
に
な
る
ま
で
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
日
南
町
の
民
家
の
屋
根

は
他
の
地
域
に
比
べ
て
急

勾
配
の
屋
根
が
多
い
た
め

屋
根
の
下
で
の
落
雪
の
危

険
に
加
え
て
雪
下
ろ
し
作

業
中
に
屋
根
か
ら
の
転
落

や
落
雪
に
巻
き
込
ま
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
　

　　
万
一
に
備
え
て
携
帯
電

話
を
持
っ
て
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

　
除
雪
機
を
使
用
す
る
前

に
安
全
に
関
す
る
講
習
を

受
け
た
り
、
取
扱
説
明
書

を
読
み
返
し
た
り
し
て
安

全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
除
雪
機
は
日
ご

ろ
か
ら
点
検
、
整
備
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。



　
秋
が
足
早
に
去
っ
て
、
家
の
暖
か
さ

が
恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
、
寒
く
な
っ
て
く
る
と
家
に

こ
っ
そ
り
居
つ
く
、
テ
ン
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
テ
ン
は
比
較
的
小
さ
な
動
物
で
、
成

獣
の
体
重
は
平
均
１
．
５
ｋ
ｇ
程
度
で

す
。
冬
に
な
る
と
、
顔
が
白
く
体
は
黄

色
っ
ぽ
い
冬
毛
に
な
り
ま
す
。

　
人
家
に
お
け
る
『
い
そ
う
ろ
う
』
場

所
は
屋
根
裏
や
床
下
で
、
通
気
口
や
屋

根
の
隙
間
か
ら
侵
入
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
で
す
。

　
テ
ン
は
イ
タ
チ
属
の
中
で
も
特
に
木

の
ぼ
り
が
得
意
で
、
垂
直
な
雨
ど
い
な

ど
も
簡
単
に
登
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ

ら
に
厄
介
な
こ
と
に
、
彼
ら
は
狭
い
場

所
も
す
る
す
る
っ
と
通
り
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
。
実
験
に
よ
る
と
、
５
ｃ
ｍ
角

の
正
方
形
の
穴
で
あ
れ
ば
、
抜
け
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
身
近
な
も
の
で
考
え
る

な
ら
、
親
指
の
長
さ
が
約
５
ｃ
ｍ
で
す

の
で
、
一
辺
の
長
さ
が
親
指
以
上
の
長

さ
の
穴
は
侵
入
要
注
意
場
所
で
す
！

　
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
家
に
入
っ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
彼
ら
の
生

活
ス
タ
イ
ル
に
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
彼
ら
は
エ
サ
資
源
に
合
わ
せ
て
、
樹
洞

や
岩
の
ス
キ
マ
、
倒
木
の
下
な
ど
転
々
と

休
息
す
る
場
所
を
変
え
て
生
活
し
て
い
ま

す
。
冬
場
で
も
人
里
に
は
家
庭
菜
園
や
果

樹
、
生
ご
み
な
ど
エ
サ
と
な
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
食
べ
物
が
近
く
に
あ

る
し
、
寒
さ
も
し
の
げ
て
丁
度
い
い
わ
ぁ

〜
と
家
に
侵
入
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
彼

ら
に
は
良
く
て
も
人
に
と
っ
て
は
鳴
き
声

や
走
り
回
る
音
な
ど
、
騒
音
に
悩
ま
さ
れ

ま
す
。

　
対
策
と
し
て
、
出
来
る
限
り
家
や
倉
庫

な
ど
建
物
に
あ
る
穴
は
塞
ぎ
、
侵
入
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
侵
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

食
べ
物
を
探
し
に
外
に
出
た
時
を
狙
っ
て

捕
獲
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問い合わせ】72-1399

獣害対策
アップデート

第６回
冬のいそうろう

成年年齢が18歳になります！　
＊契約は自分で判断できますが、責任もあります

vol.11

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

福田登代子 相談員

お問い合わせ先 ８２－１１１２ 【住民課】消費生活相談窓口 

怪しいと思ったら、すぐ決めず相談を！

【アドバイス】

●未成年者が親の同意を得ないで高額な(小遣いの範囲を超える)契約をした場合、民法で定められた
　未成年者取消権によって取消すことができます。
●成年年齢は民法で定められており、140年ぶりに規定が見直され、2022年4月1日から成年年齢が
　20歳から18歳に変わります。18歳に達している方は、その日から成人になります｡
●民法が定める成年年齢は、「一人で契約できる年齢」という意味と「親権に服さなくなる年齢」と
　いう意味があります。
●未成年者取消権は未成年を保護するためのものであり、未成年者の消費者被害を抑制する役割を果
　たしています。
●成年に達すると一人の判断で契約できますが、その契約を結ぶのも自分ならその契約に対して責任
　を負うのも自分です。
●契約には色々なルールがあり、その知識がないまま安易に契約を結ぶと思わぬトラブルに巻き込ま
　れる可能性もあります。
●未成年のうちから契約についての知識を身につけ、買い物や契約はしっかりと考えて判断をしましょう｡

【事例】スマホで動画サイトを見ていたところ、お試し500円のサプリの広告を

見て１回だけだと思い注文をしました。３週間後、４か月分まとめて４万円近い

商品が届きましたが小遣いでは払えません。(相談日令和３年10月　18才高校生)

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。
　住民課　 82-1112 （月～金）　　鳥取県　黒坂警察署　 74-0110
　鳥取県消費生活センター　 0859-34-2648 （平日・土日祝）

侵入口は塞ぐ

捕まえる

Point !

Point !

2022年4月1日から変わる！

13　  広報にちなん令和４年１月
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福祉保健課 

395

おせち料理ってどんな料理??
　おせち料理は、家族のしあわせを願うお祝いの和食です。
　１年の始まりであるお正月は、しあわせや豊作をもたらす「歳神様」を各
家庭で迎える行事として、鏡餅やお雑煮、おせち料理を用意し、大切に祝わ
れてきました。
　おせち料理はもともと、神様にお供えしたものを、後から家族でいただく
ものでした。神様と食事を共にすることで、福を招き災いを打ち払うと考え
られていたためです。さまざまな願いや意味が込められた料理を食べなが
ら、家族の１年のしあわせを願います。
　おせち料理は住んでいるところや家庭によって、作る料理、お重へのつめ方、お重の数も違います。
　みなさんのおうちはどんなお料理がならびますか？

主任管理栄養士

山田　恵

としがみさま

【きんとん】
さつまいもを黄金に、栗を小判に見立て、「今年も豊かな一年であるように」という願い

が込められています。

【田作り】
昔は乾燥させた小魚を田んぼの肥料にしていたことからこの名になりました。豊作を祈願

する食べ物です。別名「ごまめ」

【黒豆】
黒は魔除けの色。丈夫で健康に、「まめまめしく」暮らせるようにという健康長寿の願い

も込められています。

一の重（祝い肴・口取りなど）

【煮しめ】
大切りにした野菜などを鍋に入れて一緒に煮ていく煮しめは、「家族が仲良く一緒に結ば

れる」という意味があります。

それぞれの食材にも意味があります。

○昆布巻き…「よろこぶ」に通じる縁起物。

○れんこん…たくさんあいた穴から向こうが見えることから「将来の見通しがきく」とい

う縁起をかつぐとされています。

　おせち料理を含む「和食：日本人の伝統的な食文化」は、平成25年12月、ユネスコ無形文化遺産に登録されまし

た。世界から注目されている和食ですが、ライフスタイルの変化や家族のあり方などが変化し、国内では失われつつあ

ります。お正月、家族でおせち料理を囲み、お料理の由来などをみんなでお話しすることは、伝統的な食文化を受け継

ぐことにつながります。

　日南町食育推進協議会では、郷土料理、伝統料理の伝承に取り組んでいます。協議会で作成した冊子「にちなんの邑

の味」には、おせち料理を含む日南町の伝統料理の作り方や由来が掲載されています。冊子を希望される方は、福祉保

健課（電話82-0374）までご連絡ください（数に限りがあります）。

三の重（煮物など）

【なます】
大根とにんじんで作った紅白の酢の物。紅白の色はお祝いの水引を表し、縁起が良いとさ

れています。

【焼き魚】
出世魚のぶりや鮭、「めでたい」とかけた鯛を焼いたものなどを入れます。

【海老】
「腰が曲がるまで長生きできるように」という長寿の願いが込められています。赤い色は

魔除けの意味も。

※イラスト、食材の意味は農林水産省ホームページより引用

二の重（酢の物・焼き物など）



第18回『卵はどこからやってきた？』の巻
不定期
連　載

子どもが小さい頃、ヨシ子さんは家族が好きな卵を切らさないように買っ

ていました。日南町から車で 1 時間くらいの市に住む娘の百合子さんは、

ヨシ子さんの夕食の準備の手伝いに来ています。夕食の準備に取り掛かり、

冷蔵庫を開けてみると・・・びっくり !!

編集協力　日南病院　日南福祉会

運転免許証返納、認知症の相談は  役場福祉保健課内  地域包括支援センター  電話 82-0374まで

2

4 1

5

　ヨシ子さんのように家族の好物で切らさないよ

うにそろえていたものなどは、家にあることを忘

れて買い物のたびに買ってしまいます。同じ物を

冷蔵庫や戸棚にたくさんたまってしまいますが、

気にはならないようです。たくさんあるからまだ

買わなくてもいいとか、少なくなったから補充し

ておこうといった判断は出来にくくなります。古

くなった物もそのままで残っていることがありま

す。家族の方がさりげなく定期的に点検しましょう｡

　今までと様子が違い、生活の中で困ることがあ

れば、地域包括支援センターにご相談ください。

娘の百合子さん ヨシ子さん

えっちゃん（ヨシ子さんの友人）

3

さ
て
、
何
を

つ
く
ろ
う
か
な…

登場人物

＜解説＞
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あ
れ
？

何
で
こ
ん
な
に

卵
が
あ
る
の
？

そ
れ
は
隣
の

え
っ
ち
ゃ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
の

お
母
さ
ん
、

こ
の
卵

ど
う
し
た
の
？

あ
ー…

じ
ゃ
あ
、

お
礼
を
言
っ
と

か
な
き
ゃ
。

え
?!

私
あ
げ
て

な
い
け
ど…

じ
ゃ
あ
、

卵
は
ど
こ
か
ら

や
っ
て
き
た
の

か
し
ら
？
？

お
か
し
い
わ
、

お
ば
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
っ
て

言
う
の
よ
。

( 数日後日南商店での様子 )

日
南
商
店

百
合
子
が
好
き
な

卵
を
か
っ
て
お
こ
う
。

まんがで学ぶ認知症「地域で支えよう大切な人」
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　12
月
期
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ

キ
ス
タ
ン
で
35
年
間
に
わ
た
り
医
療
活

動
や
飢
き
ん
対
策
の
た
め
の
用
水
路
建

設
に
尽
力
さ
れ
、
２
０
１
９
年
12
月
、

何
者
か
の
銃
撃
に
よ
り
他
界
さ
れ
た
中

村
哲
医
師
の
足
跡
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
視

聴
し
ま
し
た
。

　30
歳
代
で
彼
の
地
の
山
岳
地
帯
の
無

医
村
で
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
苦
し
み
に

向
き
合
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
や
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
、
日
本

の
心
あ
る
多
く
の
方
か
ら
の
寄
付
に

Vol. 154

電話８２－００７６
ﾌｧｸｽ８２－０１１０

s0150@town.nichinan.lg.jp

よ
っ
て
医
療
体
制
の
充
実
を
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
道
筋
が
つ
こ
う
と

す
る
頃
、
現
地
を
干
ば
つ
が
襲
い
、
農

業
に
よ
る
自
給
自
足
が
生
活
の
基
本
で

あ
る
国
は
、
食
糧
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。

飢
餓
が
人
々
、
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者

の
生
命
を
次
々
と
奪
っ
て
い
く
さ
ま
を

目
の
当
た
り
に
し
た
中
村
医
師
は
、
医

療
を
後
進
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
、

自
ら
は
灌
漑
用
水
路
の
建
設
を
目
指
し

ま
す
。
ま
ず
食
物
の
確
保
が
人
命
に

と
っ
て
医
療
よ
り
先
に
あ
る
、
と
い
う

決
意
で
す
。
た
っ
た
一
人
の
外
国
人
医

師
が
十
数
キ
ロ
に
わ
た
る
水
路
新
設
工

事
を
提
案
し
ま
す
。
誰
も
が
耳
を
疑
う

よ
う
な
話
で
す
が
、
中
村
医
師
の
力
強

く
優
し
い
言
葉
、
強
く
真
っ
直
ぐ
な
眼

差
し
が
人
々
の
心
を
動
か
し
、
人
力
に

よ
る
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
壁
を

乗
り
越
え
用
水
路
は
完
成
し
、
荒
れ
野

に
な
っ
て
い
た
大
地
は
緑
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。
麦
が
実
り
、
水
路
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
中
村
医
師
は
突
然
の
凶

弾
に
倒
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

今
、
政
治
的
混
乱
は
深
ま
り
、
再
び
干

ば
つ
が
襲
っ
て
い
ま
す…

。

　今
の
私
た
ち
日
本
人
に
は
到
底
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
偉
業
に
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
を
語
っ
て
は
い
ま
す
。

で
も
理
念
の
核
心
と
具
現
化
は
中
村
医

師
の
な
さ
れ
た
こ
と
そ
の
も
の
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　映
画
の
中
で
、
そ
の
時
点
、
時
点
で

中
村
医
師
が
書
き
遺
し
た
文
章
が
朗
読

さ
れ
ま
す
。
机
上
の
空
論
で
な
く
現
場

と
向
か
い
合
い
、
苦
悩
し
な
が
ら
思
索

さ
れ
、
導
か
れ
た
哲
学
は
、
自
然
に
生

か
さ
れ
て
い
る
さ
さ
や
か
な
私
た
ち
の

営
み
を
、
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え
支
え

て
い
け
る
の
か
を
深
く
問
い
か
け
て
き

ま
す
。
今
後
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
に

観
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
作
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
折
に
は
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
次
回
予
告
】

■
日
時
　
１
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
会
場
　
日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ
　

「
女
性
の
人
権
を
巡
る

　
　
　
　
　
　歴
史
（
仮
題
）
」

■
日
時
　
１
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
12
時

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
同
日
午
後
、
弁
護
士
無
料
相
談
も
あ
り

ま
す
。
こ
ち
ら
は
人
権
セ
ン
タ
ー
に
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

１
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談
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第
７
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　鑑
賞
し
ま
し
た
。

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

〜
医
師
・
中
村
哲

　
　現
地
活
動
35
年
の
軌
跡
〜

☝語りかける在りし日の中村哲医師。言葉を裏切らな
　い実践が、人々の心を動かし、不可能と思われた事
　業を完成させました。

☝現地での追悼。武器によらない平和を願った方が、
　銃弾に倒れる不条理を、どう捉えたらよいのか。
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　町では、町税・料金等の効率的な徴収、納税者の

利便性の向上に向けて口座振替による納付を推奨し

ています。趣旨をご理解頂き、口座振替納付にご協

力をお願いします。

　また、今年度末をもって納税組合による納付制度

を廃止し、令和４年４月から全て個人単位の納付に

なります。現在、納税組合で現金納付をしておられ
る方は、お早めに口座振替の手続きをお願いします。
（既に口座振替納付をされている方は、手続きは必

要ありません）

〈対象となる税金・料金〉
軽自動車税・町県民税・固定資産税・国民健康保険税

介護保険料・後期高齢者保険料

水道料・下水道料・住宅料

〈対象金融機関〉
山陰合同銀行・鳥取銀行・鳥取西部農協・ゆうちょ

銀行

（どの支店や支所でも手続きできます）

※お届け印をご持参のうえ、金融機関の窓口で手続

きをしてください。

　町内の金融機関には手続きに必要な口座振替依頼

書が置いてあります。町外の金融機関で手続きされ
る方は、口座振替依頼書を送付しますので住民課ま
でご連絡ください。
□問 住民課  TEL：82-1112

町税や料金の納付は口座振替に
てお願いします

お願い

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　子育て世帯の生活を支援するために一時金を支給

します。

　令和３年９月分の児童手当を支給された方には12

月中に給付しますが、以下の対象の方は申請が必要です｡

□対・令和3年9月30日時点で高校生等(平成15年４

　　　月２日～平成18年４月１日生)のみを養育する方

　 ・新生児(令和４年３月31日までに生まれた児童

　　手当の支給対象児)を養育する方

※対象の方には、案内通知を送付します。

※給付金の支給を希望しない方は、「受給拒否届出

　書」の提出が必要になります。

先行支給額：対象児童１人につき、5万円

□申 ・□問 福祉保健課　TEL：82-0374

子育て世帯への臨時特別給付金（先行給付金）についてお知らせ

　低所得の子育て世帯向けの給付金の申請締め切り

が近付いています。以下の条件に該当され、まだ申請

されていない場合は、相談もしくは申請してください。

□対 令和３年３月31日時点で18歳未満の児童を養育

　　する方のうち　

　 ・令和3年1月1日以降の収入が減少し、住民税非

　　課税相当の収入になった方

　 ・高校生以上の児童のみを養育していて、令和3

　　年度住民税（均等割）が非課税の方

支給額：対象児童1人につき、5万円

申請期間：令和４年２月28日（月）まで

□申 ・□問 福祉保健課　TEL：82-0374

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金についてお知らせ

　働くときに知っておきたい法律知識、ハラスメン

ト防止や社会保険制度、相談窓口などをまとめた

「THE社会人～働く人のルールブック～」が令和３

年11月に改訂されました（A5判、p74）。

【費　　用】　無料配布中

【そ の 他】　みなくるでは、働くときの疑問や困り

ごとなどのご相談も受け付けています。

例）有休について教えてほしい、職場の人間関係で悩

んでいる、辞めたいけど引き止められる など

□問 労働相談所みなくる米子 TEL：0120-662-396

　（月～金、9：00～17：30）

　　

「THE 社会人～働く人のルールブック～」
（無料配布中）

お知らせ　令和３年１０月６日から、鳥取県最低賃金が時間

額８２１円に改正されました。

　最低賃金は、業種や規模及び常用・臨時・アルバ

イト・パート・嘱託などの雇用形態や呼称にかかわ

らず、県内の事業場で働くすべての労働者とその使

用者に適用されます。

　なお、最低賃金額には、次の賃金は含まれません。

　①精皆勤手当、通勤手当、家族手当

　②臨時に支払われる賃金

　③1ヵ月を超える期間ごとに支払われる賃金

　④時間外労働、休日労働及び深夜労働の割増賃金

□問 鳥取労働局労働基準部賃金室

  　TEL：0857-29-1705

鳥取県最低賃金改正のお知らせお知らせ

　小規模企業共済制度は国がつくった共済制度で、個人事業主（共同経営者含む）または会社等の役員の方

が事業を廃止された場合などに備えて、あらかじめ資金を準備しておく、「小規模企業の経営者のための退

職金制度」といえます。掛金が全額所得控除できるなどの税制メリットに加え、事業資金の借入もできるお

トクで安心な共済制度です。小規模企業共済は（独）中小企業基盤整備機構が運営し、商工会、商工会議所、

金融機関の本支店などの窓口で取り扱っています。ホームページは「小規模共済」で検索してください。

□問 独立行政法人中小企業基盤共済相談室 　TEL：050-5541-7171（平日：9：00～17：00）

小規模企業共済制度のご案内お知らせ
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□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　中国地方の踏切では、過去５年間で踏切道において列車と自動車・歩行者等が接触

する事故が66件発生し、28名の方が亡くなられ、17名の方が負傷されています。

　踏切を通行するときは、次の４つのお願いを思い出してください。

１．踏切の手前では必ず一時停止しましょう

２．警報機が鳴り始めたら踏切内に入ってはいけません

３．踏切を越えた先に自分の車のスペースがない場合は、踏切に進入してはいけません

４．転倒防止、他者との接触防止のため、歩きスマホは止めましょう

□問 中国運輸局鉄道部安全指導課　　　　　　　　082-228-8799

　  西日本旅客鉄道株式会社米子支社安全推進室　0859-32-8126

　  若桜鉄道株式会社　　　　　　　　　　　　　0858-82-0919

　  智頭急行株式会社運輸部　　　　　　　　　　0858-75-2595

－列車は急には止まれない－「踏切事故を防ぐ４つのおねがい」お願い

　

　鳥取県西部広域行政管理組合が発注する指名競争入札に参加するには、組合を組織する市町村（米子市、

境港市、日吉津村、大山町、南部町、伯耆町、日南町、日野町、江府町）のいずれかで、指名競争入札に参

加する資格を有することが必要です。入札参加資格をお持ちでない場合は、いずれかの市町村で手続きをし

てください。

　なお、組合の入札案件は、組合ホームページ（https://www.tottori-seibukoiki.jp/）にて公表されます。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課　TEL：0859-22-7732　FAX：0859-56-3203

鳥取県西部広域行政管理組合の入札参加資格についてお知らせ

　

　令和２年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が48億8,329万円、歳出総額が

48億1,588万円となり、歳入から歳出を差し引いた6,741万円を翌年度に繰り越しました。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課　TEL：0859-22-7732　FAX：0859-56-3203

令和２年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要お知らせ
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間
　玲
子

泥
穴
で

　冬
を
生
き
抜
く

　シ
シ
親
子

　
　
　
　

  

萩
　原
　金
谷
　松
代

印
賀
な
る

　旧
家
の
庭
に

　も
み
じ
燃
ゆ

　
　
　

  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

初
打
や
八
十
路
の
腕
も
ま
だ
確
か

　ポ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
コ
ン
コ
ロ
リ
ン
と

書
初
や
ト
ン
ド
の
送
り
火
宙
高
く

　コ
ロ
ナ
終
息
願
い
を
込
め
て

下
石
見
　浅
川
　三
郎

年
始
め
め
で
た
き
便
り
よ
ぎ
る
顔

　健
や
か
な
れ
と
幸
祈
る
朝

待
た
ね
ど
も
西
高
東
低
寒
気
団

　冬
将
軍
の
響
く
足
音

無
知
が
生
む
苦
悩
の
連
鎖
断
ち
切
る
は

　心
し
て
読
む
般
若
心
経

湯
　河
　山
田
　司
郞

大
寒
に
雪
の
歩
道
踏
み
締
め
て

　焦
る
事
な
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

厳
寒
に
こ
ぞ
っ
て
作
り
し
締
縄
を

　コ
ロ
ナ
に
負
け
じ
と
願
い
を
込
め
て

上
石
見
　福
田
　輝
之

古
都
千
年
の
法
隆
寺
に
参
詣

　
　
　
　
　灼
熱
の
空
之
五
重
塔
聳
え

尊
厳
な
東
大
寺
に
参
禅

　
　
　
　有
難
く
心
身
清
め
祈
り
捧
げ

阿
毘
縁
　木
村
　民
子
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る
手
話
。
鳥
取
県
で

は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス

で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

冬
の
間
は
お
休
み
し
ま
す

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

１
月
の
日
程

両手で温泉マークを作る右手の人差
し指・中指薬指を立てて左手で右手
を包むようにする。

「
温
泉
」

人指し指を胸の
前で上下に平行
に合わせます。

拳 を 上 に
広げる。

「
お
正
月
」

「
あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
」

＋

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 

本　松　怜　和　   彩　実　　　上石見

延　吉　姫　愛　   凌　汰　　　生　山

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

七　瀨　良　彦　　　　　　　　　霞

(鈴木) 　彩　佳　　　　　　　　米子市

れ お

ひ な

山　脇　和　子　　 89歳　　　 笠　木

生　田　忠　一　　 88歳　　　 中石見

宮　原　信　惠　　 84歳　　　 神　福

中　田　博　子　　 84歳　　　 中石見

名　越　英　美　　 94歳　　　 神　福

村　上　久　子　　 89歳　　   下阿毘縁

渡　　　環　樹　　 68歳　　　 丸　山

山　本　怜　子　　 85歳　　　 萩　原

（令和３年11月16日～令和３年12月15日受付分）

令和３年11月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,945 （− 10）  ■人 口  4,266 （ − 18）
■    男 2,030 （−  7）  ■　  女  2,236 （ − 11）



オッサン

ショウオが行く

　中学時代はバレー部に所属していましたが、駅伝部も兼部して
おり、走る楽しさやタスキをつなぐ駅伝に強く惹かれたからです。

競技を始めたきっかけは

　部活の練習がこなせず、自信がなくなりかけた時もありました
が、全国高校駅伝出場への気持ちで折れることなく頑張れました。

練習で辛かったこと 頑張ったことは

　全国高校駅伝では第4区を走らせていただく予定なので、応援
してくださる方たちや寄付をいただいた方々に感謝するとともに、
できるだけテレビに走っている姿を見ていただけるよう頑張りま
す。

大会の意気込みは

　中学生の時に駅伝部で2区を走り、そこで自信がつき、米子松
蔭で走りたいと思いました。

競技を始めたきっかけは

　コロナ禍で練習が中止になったときに、約１か月間集団で練習
が行えなかったのが辛かったです。個人練習となったため、家の
近くを走っていました。頑張ったことは１日も休まずに練習を
行ったことです。

練習で辛かったこと 頑張ったことは

　陸上人生最後になるので悔いが残らないように、１秒でもタイムを削
り出す走りができたら良いなと思いました。感謝の気持ちを忘れずに
チームや家族、地域の方々に恩返しができる走りをしていきたいです｡

大会の意気込みは

　小学校から野球をしており、中学校からはクラブチームに所属し
ています。野球のためにもなると思い中学校では陸上部に入部しま
した。陸上部では100mやジャベリックスローをしていましたが、
円盤投げもやってみたいと思い、大会の１か月前から始めました｡

競技を始めたきっかけは

　円盤の持ち方に気を付け、奇麗な回転で投げることができるよ
う心掛けていました。

練習で心がけていたことは

　高校で甲子園に出ることです。これからも頑張るので応援よろ
しくお願いします。

今後の目標

■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

　米子松蔭高校３年生。12/26に行
われる男子第72回女子第33回全国高
等学校駅伝競走大会に鳥取県代表と
して出場する。米子松蔭高校は7年
ぶり7回目の出場となる。

全
国
駅
伝
大
会
出
場

特別編

祝

今回は全国大会出場を決めた３人に会いに行きました！

全
国
駅
伝
大
会
出
場

祝

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

祝

たなべ ゆたか

　米子松蔭高校３年生。12/26に行
われる男子第72回女子第33回全国高
等学校駅伝競走大会に鳥取県代表と
して出場する。米子松蔭高校は7年
ぶり7回目の出場となる。

河田　剛さん（神福）
かわた ごう

　日南中学校３年生。10月末に行わ
れたJOCジュニアオリンピックカッ
プ第52回U16陸上競技大会に男子円
盤投で都道府県代表として出場。初
出場で33m47を記録し17位と好成績
を収めた。 

影井　海斗さん（印賀）
かげい かいと

たなべ　　　  ゆたか

河田　剛さん
かわた　　　  ごう

影井 海斗さん
かげい　　　かいと

田邊　豊さん


